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（美
術
書
・
展
覧
会
図
録
・
写
真

集
・

デ
ザ
イ
ソ
集
な
ど
）
、
友
好

都
市
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
て
い
さ
さ
か

型
破
り
の
図
書
の
配
置
を
試
み
て
い
る
。

二
階
は
児
童
開
架
ス
ペ
ー
ス
で
、
お
話

コ
ー
ナ
ー
や
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

一
方
、
児
童
書
の
グ
レ
イ
ド
別
配
置
を
し

て
図
書
利
用
の
し
や
す
さ
に
工
夫
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
図
書
館
は
そ
の
事
業
と
し

て
、
「
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば
」
や
「
子
ど
も

の
本
を
読
む
会
」
を
毎
月
一
回
開
催
し
て

心
豊
か
な
人
づ
く
り
へ
の
道
を
市
民
と
も

ど
も
模
索
し
て
い
る
。

三
階
に
は
教
育
セ
ソ
タ
ー
が
並
置
さ
れ

て
い
る
が
、
大
会
議
室
、
書
鼠
、
和
室
が

あ
り
、
図
書
館
事
業
や
市
民
の
読
書
活
動

の
場
と
し
て
そ
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い

亙國匿否 長岡京市立図書館

長
岡
京
市
が
昭
和
六
十
年
か
ら

進
め
て
い
る

「新
総
合
計
画
」
は
、

”
緑
豊
か
な
自
然
と
心
ふ
れ
あ
う

長
岡
京
“
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
個

性
あ
る
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち

づ
く
り
で
す
。

図
書
館
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

の
文
化
ゾ
ー
ソ

の
中
に
位
置
づ
け

．
．
．
．
 

ら
れ
、
生
涯
教

育
の
充
実
、

••

•
••

.
•• 

心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

さ
る
十

一
月
三
日
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
で
は
、
一
階
が
成

人
開
架
ス
ペ

ー
ス
で
、
福
祉
・
暮

ら
し
の
コ
ー
ナ
ー
、
リ
ス
ニ
ソ
グ

コ
ー
ナ
ー
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

図
書
館
資
料
（
電
算
化
）
及
び
建
設
概
要

は
次
の
と
お
り
。
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、
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;
第
二
回
理
事
会
報
告
｛

今
年
度
二
回
目
の
理
事
会
が
十
月
二
十

二
日
、
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
要
望

書
等
の
提
出
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
「
図
書
館
振
興
に
関
す
る
要
望
書
」

等
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
に
関
し
て
そ
の

役
割
、
生
涯
学
習
に
お
け
る
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
府
知
事
と
教
育

長
に
は
要
望
書
を
、
府
立
図
書
館
長
、
府

立
総
合
資
料
館
長
、

市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
長
、
府
内
市
町
村
長

・
教
育
長
に

は
依
頼
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
昨
年
八
月
以
来
府
社

会
教
育
委
員
会
議
に
於
て
審
議
さ
れ
て
い

る

「
生
涯
学
習
社
会
を
展
望
す
る
京
都
府

の
図
書
館
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
一
定

の
ま
と
め
が
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
京
都
府
知

事
に
対
し
て
は
、

「
ま
と
め
」
に
即
し
て
、

早
急
に
実
施
計
画
を
策
定
さ
れ
る
よ
う
に
、

京
都
府
教
育
長
に
対
し
て
は
、
実
施
計
画

の
策
定
に
さ

い
し
て
、
市
町
村
図
書
館
の

振
興
に
つ
い
て
具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
、
府
立
図
書
館
長
に
対
し
て
は
、

市
町
村
図
書
館
の
活
動
へ
の
援
助
が
出
来

る
よ
う
な
府
立
図
書
館
の
整
備
が
図
れ
る

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
・
依
頼
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。



(2) 

さ
る
八
月
二
十
九
日
、
京
都
市

南
部
に
お
け
る
中
核
図
書
館
と
し

て
、
本
格
的
な
規
模
と
機
能
を
も

つ
伏
見
中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ソ

し
ま
し
た
。
そ
の
所
在
地
は
、
伏

見
区
今
町
六
五
九
番
地
の
一
（
伏

見
区
役
所
の
東
隣
）
で
す
。

規
模
は
、
敷
地
面
積

一
七

0
九

平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
骨
造
り
二
階

建
、
床
面
積
一

0
三
三
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
一
階
は
玄
関
ホ
ー
ル

と

図
書
四
万
冊
を
収
納
で
ぎ
る
書
庫
、

二
階
は
、
幼
児

・
児
童

・
成
人
コ
ー

ナ
ー
の
図
書
六
万
冊
を
開
架
で
ぎ

る
五
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル

の
図
書

室
と
、
対
面
朗
読
室
、

事
務
室
、

電
算
室
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

幼
児

・
児
童
図
書
、

一
般
図
書
、
専
門

図
書
そ
れ
ぞ
れ
一
万
二
千
冊
、
参
考
図
書
、

掘
土
資
料
四
千
冊
の
計
四
万
冊
を
そ
ろ
え

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
、

十
万
冊

を
目
標
に
整
備
を
進
め
る
計
画
で
す
。

体
の
ご
不
自
由
な
方

へ
の
在
宅
貸
出、

巡
回
貸
出
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
設
置

を
除
ぎ
、

「
図
書
貸
出
の
対
象
」
「
個
人

貸
出
」
「
体
の
ご
不
自
由
な
方
へ
の
サ
ー

ピ
ス

」
「
参
考
相
談
」
な
ど
、
丸
太
町
七

本
松
の
京
都
市
中
央
図
書
館
と
お
な
じ
サ
ー

ビ
ス

を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始

を
除
ぎ
年
中
無
休
で
、
成
人
の
場
合
、
日

曜
日
、
祝
日
を
除
ぎ
午
後
八
時
三
十
分
ま

で
夜
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

囲國l醒灼 京都市伏見中央図書館

ま
た
、
中
央
図
書
館
と
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ

で
結
ん
で
い
ま
す
の
で、

予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
が
利
用
し
に
く
い
と
ぎ
に
は
、
両
館

で
の
相
互
検
索
、

相
互
貸
出
、
相
互
返
却

が
可
能
で
す
。

玄
関
正
面
と
成
人
閲
覧
室
に
は
、
日
展

等
の
入
選
作
で
あ
る
彫
刻
や
日
本
画
を
飾

り
、
文
化
の
香
り
高
い
市
民
に
親
し
ま
れ

る
図
書
館
づ
く
り
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
て

い
ま
す
。

「
知
る
は
楽
し
本
と
の
で
あ
い
」

が、

伏
見
中
央
図
書
館
の
、ソ

ソ
ポ
ル
標
語
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
方
に
信
頼
さ
れ
る
図

書
館
づ
く
り
に
職
員

一
同
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ

い。

滋
賀
県
で
開
か
れ
た
研
究
集
会
(
+
月

十
六
日
）
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、
ぎ
め

細
か

い
サ
ー
ピ
ス
を
め
ざ
し
、
熱
心
に
業

務
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
図
書
館
員
の

方
々

の
発
表
や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
ぎ
、

日
頃
仕
事
を
進
め
る
上
で
大
変
参
考
に
な

り
、
ま
た
良
い
剌
激
を

}

受
け
ま
し
た
。

私
は
、
太
子
町
立
図

喜

長

の
「
塵
童
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
事
例
集
を
作
成

し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

芍

で
の
発
表
を
基
に
し
た

”子
ど
も
の
レ
フ
ァ
レ

ソ
ス
に
つ
い
て
IJ

の
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
資
料
と
し
て
配
布

さ
れ
た
カ
ー
ド
型
式
の

事
例
集
は
、
レ
フ

ァ
レ

ソ
ス
一
件
に
つ
ぎ
参
考

図
書
数
冊
を
掲
げ
る
な
ど

の
緻
密
な
作
業

が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

一っ

―
つ
の
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
を
大
切
に
す
る
必
要
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

発
言
の
中
に
、
本
の
世
界
は
広
く
自
由

で
あ
る
か
ら
、
職
員
も
子
ど
も
と
共
に
、

何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
の

も
と
で
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ

ソ
を
働
か
せ
、

児
童
郁
門
研
究
集
会
|
口

（
近
公
図
）
に
参
加
し
て

京
都
市
下
京
図
書
館

藤
田
佳
子

[
 

子
ど
も
の
持

っ
て
い
る
疑
問
、
質
問
か
ら
、

さ
ら
に
思
考
の
世
界
を
ふ
く
ら
ま
せ
ら
れ

る
よ
う
な
レ
フ

ァ
レ
ソ
ス
を
す
る
べ
ぎ
で

は
な
い

か
、
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
本
来
の
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
サ
ー

ビ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
で
な
く
て
は
で
ぎ
な
い
と
、
惑
銘
を
う

け
ま
し
た
。

ま
た
、

職
員
は
常
に
子
ど
も
が
話
し
か

け
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
や
、

一
人
一
人

次

の
持
つ
疑
問
を
大
切
に

受
け
と
め
、
疑
問
を
ぎ
っ

継`

か
け
に
、
そ
こ
か
ら
発

喜疇
虞．＂W
りさ

索湊・
点・り
．．．．
．

展
さ
せ
て
そ
れ
に
関
連

し
た
本
を
読
む
よ
う
に

忍・

函
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し
む
け
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く
こ
と
が
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．
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理
想
、
と

い
う
意
見
も
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あ
り
ま

し

た
が
、
こ
れ

は
、
私
達
が
今
後
努
力

・ぶ
~t

怨＇

し
て
い
く
べ
ぎ
―
つ
の

．
．
 

課
題
で
あ
る
と
同
感
し

；

ま
し
た。

こ
れ
か
ら
私
は
、
子

．．
 ふ
ば
翠
弱
寮

．．
 

．．
．
ざ．
．
．．．．．
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．

”

ど
も
た
ち
の
本
に
対
す

る
興
味
を
引
ぎ
出
す
こ
と
に
よ
り
、
本
と

い
う
す
ば
ら
し
い
媒
体
を
通
し
て
、
少
し

で
も
多
く
の
夢
と
知
識
を
広
げ
て
あ
げ
る

こ
と
の
で
ぎ
る
、
そ
し
て
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
図
書
館
づ
く
り
に
努
め
て

い
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
（於

滋
賀
県
立
図
書
館
）



「採
集
し
た
植
物
の
名
前
を
調

べ
た
い
ん
で
す
が
…
・
:
」

「自
由

研
究
で
カ
ピ
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト

を
書
ぎ
た

い
の
で
、
何
か
本
が
あ

り
ま
す
か
」。
夏
休
み
自
由
研
究
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
は
宿
題
や
自
由
研

究
の
課
題
を
か
か
え
た
子
供
た
ち

が
次
々
と
や

っ
て
ぎ
ま
し
た
。

―

宇
治
市
中
央
図
書
館
で
は
夏
休

一
み
中
の
児
童
に
対
す
る
レ
フ
ァ

レ

ソ
ス
に
応
じ
る
た
め
、
八
月
十
八

日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
の
四
日
間、

一
開
架
室
内
に
夏
休
み
小

・
中
学
生

ュ
-＿

一
自
由
研
究
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

一
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
教
育
指

導
員
の
先
生
の
協
力
を
得
て
実
施

●

し
た
も
の
で
、
ま
ず
子
供
た
ち
の

質
問
内
容
を
把
握
し
た
う
え
で
、

そ
れ
に
適
し
た
資
料
を
紹
介
あ
る

い
は
提
供
す
る
と
い
う
方
法
で
行

,―
 

-
い
ま
し
た
。
夏
休
み
も
後
半
に
入
っ

う
一
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
質
問
や

〇

一
相
談
を
す
る
小
・
中
学
生
の
表
情

も
真
剣
そ
の
も
の
。
質
問
件
数
は

全
部
で
百
二
十
二
件
に
の
．
ほ
り
ま

-

）

 
≫'ù 
し
た
。
児
童
を
対
象
と
し
た
取
組

一
み
で
し
た
が
、
図
書
館
全
体
の
中

ニ

＇
劃

で
の
レ
フ
ァ
レ
ソ
ス
の
あ
り
方
や

(
 
.
.
 
＇

利
用
者
と
資
料
を
結
び
つ
け
る
仕

ス

．
 

News JII 
夏
休
み
自
由
研
究
相
談

コ
ー
ナ
ー
開
設

宇
治
市
中
央
図
書
館

木
津
町
立
図
書
館
で
は
、
今
夏
か
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
童
謡
の
カ
セ

ッ
ト
テ
ー

プ
の
貸
出
し
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
相

楽
郡
で
は
は
じ
め
て
の
試
み
で
、
読
書
と

と
も
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
も
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

タ
イ
ト

ル
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど
六
十
五
タ
イ
ト
ル
で
貸

出
し
を
始
め
ま
し
た
が
、
夏
休
み
に
入
っ

て
か
ら
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学

・
高

校
生
の
利
用
が
目
立
つ
な
ど
好
評
で
、
図

書
館
で
は
、
今
後
は
テ
ー
プ
を
増
や
し

て

い
ぎ
た
い
と
話
し
て

い
ま
す
。

音
楽
テ
ー
プ
の
貸
出
し
好
評

木
津
町
立
図
書
館

事
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
四
日
間
で

し

こ
。
t
 

三
十
七
年
の
歴
史
に
幕

ー
1
府
立
図
書
館
伏
見
分
館
閉
館
ー

伏
見
分
館
は
昭
和
二
十
五
年
に
伏
見
信

用
金
庫

（南
部
町
）
二
階
で
開
館
。
そ
の

後
同

二
十
九
年
に
瀬
戸
物
町
の
現
在
地
に

移
り
、

今
日
ま
で
歩
ん
で
ぎ
ま
し
た
が
、

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
の
開
館
（
本
年

八
月
末
）
を
機
に

三
十
七
年
間
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
、
去
る
十
月
末
日
で
閉
館
い
た

し
ま
し
た
。

当
伏
見
分
館
は
交
通
の
便
が
よ
く
、
大

手
筋
等
の
商
店
街
に
近
く
、
し
か
も
現
在

地
は
南
部
公
菌
に
隣
接
す
る
と
い
う
立
地

に
恵
ま
れ
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
貸
出
サ
ー

ピ
ス
を
ス
タ
ー
ト
、
同
五
十
五
年
に
は

「
よ
み
ぎ
か
せ
の
会
」
の
実
施
、
予
約
・

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ピ
ス
の
強
化
等
利
用
者

に
密
着
し
た
館
運
営
に
よ
り
、
地
域
の
人

達
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
し
て
、
ま
た

京
都
の
南
部
地
域
を
カ
バ

ー
す
る
図
書
館

と
し
て
多
く
の
皆
様
方
に
ご
利
用
、
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
の

「
お
わ
か
れ
よ
み
ぎ

か
せ
の
会
」
は
七
十
七
名
と
い
う
こ
れ
ま

で
の
最
高
の
参
加
者
で
、
楽
し
く
、
に
ぎ

や
か
な
お
わ
か
れ
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
十
月
三
十
日
の
最
終
開
館
日
。

小
雨
の
中
を
伏
見
分
館
と
私
達
職
員
の
た

め
に
わ
ざ
わ
ざ
お
わ
か
れ
に
か
け
つ
け
て

い
た
だ
い
た
年
配
の
利
用
者
達
の
こ
と
が

い
つ
ま
で
も
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。
さ
よ

う
な
ら
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
市
の
各
図
書
館
で
は
、
十
一
月
開

催
の
世
界
歴
史
都
市
会
議
を
記
念
し
て
、

京
都
市
と
姉
妹

・
友
好
都
市
関
係
に
あ
る

パ
リ

・
ポ
ス
ト
ソ

・
キ
エ
フ
・
西
安
な
ど

八
都
市
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し

こ
。
t
 まず
、
中
央
図
書
館
で
は
、
十
一
月

一

日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
、
児
童
図
書
読
書

室
で
、
紹
介
パ
ネ
ル

、
図
書
や
観
光
案
内

書
な
ど
約
六
百
点
を
展
示
し
た
仕
か
、
各

都
市
の
ビ
デ
オ
も
放
映
。
ま
た
、
伏
見
中

央
図
書
館
と
十

一
の
地
域
図
書
館
で
は
、

十
日
か
ら
毎
月
一

都
市
ず
つ
来
年
六
月
ま

で
、
八
都
市
の
パ
ネ
ル

や
地
図
・
図
書
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。
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62年度の当委員会は、 61年度に決めた運営方針（詳 I
しくは「会報」 11号）に従い、 (1)研修事業 (2)研究 ＇

事業 (3)共催事業の実施を目標に活動を進めています。1

これまでの活動の概要及び今後の予定は以下のとおり 1

です。

1. 研究発表会 1 

6月 3日の京図協定期総会終了後、 61年度に実施 i

した北部地区主催の研修会報告を、 (1)「図害の受 1 3．研究会

入れについて一図書館とマソガー」 と題して福知山 | (1)児童奉仕研究部会 (12館15人）

市立図書館の橋本館長が発表しました。こ の他に障 1 人事異動に伴い、新部会長に八幡市民図書館の

害者研究部会より61年度に実施した府下図書館等の 1 城戸氏を選出し、 「児童書の選害」を研究テーマ

実態調査のまと めが、(2)「昭和61年度障害者サー 1 に講師を招いて研究を深めることとする。 (5/12) 

ビス実態調査」と して発表されま した。なお障害者 1 第 1回目は、枚方市立菅原図書館長の川上博幸

サービスの実態については、 今年度中にまとめをパ 1 氏を講師に、連続 3回の研究講座。

ンフ レットにして発行の予定です。 ① 児童書の選定総論・各論 1一絵本一 (7/16)

2.研修会 ！ ②児童書の選定各論 2一文学作品一 (9/18)
(1)第39回実務研修会 （北部地区担当）の実施 I ③ 児童書の選定各論 3一知識の本他ー (11/13)
テーマ ：読み聞かせ等の理論と実技 1 (2)障害者奉仕研究部会 (5館 6人）

日 時： 62年 9月25日（金） 1 実態調査のまとめを中心に活動をすすめている。

場所：舞鶴市立西図書館 1 (5/21, 7/7,9/11) 

講 師 ：藤田周子氏 （京都府立図書館） ; (3)参考事務研究部会 (7館16人）

参加者： 30人 1 参加各館が、 レファ レ‘ノス事例をもちよ り、事

（北部地区からの開催要望が強か ったテ ーマで）i 例回答への手順の基礎研究活勤を行っ ている。
あ り、講師の熱演もあって大変盛りあがった。 (6/4, 7/2, 10/8) 

(2)今後の予定 I 4.共催事業
① 一泊研修会 i 今年度も京庫連との共催で講演会を予定。
61年度未実施であり 、今年度中には実施予定。 日 時： 12月 4日（金） 10時～12時30分

実施要領は次のとお り（予定） 1 場 所：京都府立図書館

時： 63年 2月 4~ 5日 テーマ：「子どもの言語・感性を育てる」

所：京都府青年会館 1 講 師 ：藤本浩之輔氏 （京大助教授教育人間学）

師：浦安市立図書館長、草津市立図書館長i

テーマ ：未定

会費： 3 , 000~4 , 000円

② 実務研修会 （北部地区担当）

時：未定

所：峰山町立図書館

「図書館の P. Rについて」

ー講演と事例発表一

日

場

テーマ：

日

場

講

広
報
委
員
会
だ
よ
り

加
盟
館
の
異
動

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
開
設
準
備
室

に
変
わ
っ
て
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

（
館
長
・
津
村
俊
勝
）
が
、
長
岡
京
市
教

育
委
員
会
図
書
館
準
備
室
に
変
わ

っ
て
長

岡
京
市
立
図
書
館

（館
長
・
目
釜
尚
民
）

が
そ
れ
ぞ
れ
協
議
会
に
加
盟
し
ま
し
た
。

〈
住
所
変
更
大
江
町
立
図
書
館
〉

京
都
府
加
佐
郡
大
江
町
字
河
守
二

八
五

電
話

0
七
七

三
ー
五
六
ー

0
0
二
五

近
畿
地
区
研
究
集
会
日
程

＊
近
公
図
奉
仕
部
門
研
究
集
会

六
十
三
年
二
月
二
十
六

日

＊
近
公
図
整
理
部
門
研
究
集
会

六
十
三
年
二
月
十
日

＊
近
公
図
参
考
事
務
研
究
集
会

六
十
三
年
一
月
二
十
二
日

兵
庫
県

神
戸
市

大
阪
府

lil
長
岡
京
市
と
京
都
市
伏
見
区
に
、
市
民

待
望
の
図
書
館
が
オ
ー
プ
ソ

し
ま
し
た
。

今
後
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。
ま

た
、
長
い
間
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て

き
た
府
立
伏
見
分
館
は
、

十
月
末
で
閉
館

さ
れ
ま
し
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

軍
当
協
議
会
で
は
、
来
年

二
月
に

二
年
半

ぶ
り
の

一
泊
研
修
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

lil本
紙
に
関
す
る
ご
意
見
や
情
報
を
お
寄

せ
下
さ
い
。




